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第３回 枚方市教育委員会定例会 会議録 

開会 平成26年３月14日午後１時30分 開会 平成26年３月14日午後２時35分 

日程番号 議 案 番 号 案     件 結果

１ 報告第11号
臨時代理事項の報告について 

（１）枚方市奨学金条例施行規則の一部改正について 
承認

２ 議案第33号 枚方市教育委員会の基本目標について 可決

３ 議案第34号 平成26年度枚方市教育委員会の主要施策について 可決

４ 議案第35号 平成26年度学校園の管理運営に関する指針について 可決

５ 議案第36号 教育委員会委員の辞職の同意について 可決
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○記虎委員長 それでは、定例会を開会させていただきます。 

  開会に先立ち、委員の出席状況について報告を求めます。 

  君家管理部長。 

○君家管理部長 委員の出席状況について報告します。 

  本日の会議、全員出席です。 

  以上、報告を終わります。 

○記虎委員長 報告のとおり、定足数に達しておりますので、ただいまから平成26年第３回枚方市

教育委員会定例会を開会いたします。 

  次に、本定例会の会議録署名委員の指名を行います。 

  会議録署名委員は、会議規則第17条第２項の規定により、委員長において、吉村委員を指名い

たします。よろしくお願いします。 

  それでは、日程１、報告第11号「臨時代理事項の報告について」を議題とします。 

  説明を求めます。 

  石田学校教育部長。 

○石田学校教育部長 それでは、日程１、報告第11号、臨時代理事項の報告について、ご説明申し

上げます。 

  臨時代理いたしましたのは、１ページにあります、臨時代理第12号、枚方市奨学金条例施行規

則の一部改正についてでございます。 

  それでは、ご説明させていただきます。 

  恐れ入りますが、議案書の２ページをお開きください。 

  この件は、教育長に委任する事務等に関する規則第３条第２項により、特に緊急を要するため、

教育長が臨時代理を行ったものでございます。 

  本市では、教育の機会均等を図り、枚方市奨学金条例に基づいて、経済的理由のため、高等学

校等の就学が困難な者に対し、奨学金を支給しています。 

  奨学生の選定に当たっては、出願のあった者の中から、奨学生選定方法に関する要項に従い、

学資負担者の市民税課税標準額の低い順に予算の範囲内で選定するという形をとっております。 

  今回、大阪府において、高校生等奨学給付金制度が創設され、平成26年度高等学校等入学者か

ら生活保護受給世帯及び市民税所得割非課税世帯に対し、就学のために必要な経費が支給される

こととなります。この制度により、高校生等奨学給付金を受ける対象者のうち、生活保護受給者

及び23歳未満の扶養されている兄姉がいる世帯で、第２子以降の高校生等に該当する者について

は、授業料以外にも高等学校等に納めるほぼ全ての経費が手当てされることになるため、本市の

奨学金条例でいう、経済的理由で就学が困難な者に該当しないことになります。 

  よって、これらの者については、平成26年度における枚方市奨学生の選定から外すこととし、

奨学生選定方法に関する要綱の改正を行いました。このことに伴い、奨学金募集に係る事務処理

を適切に行うために、願書の様式及び届出等の事務手続を一部変更する必要が生じたことから、

枚方市奨学金条例施行規則の一部改正を行ったものでございます。 

  では、具体的な改正内容を新旧対照表でご説明いたします。 
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  恐れ入りますが、４ページをお開きください。 

  まず、第６条ですが、奨学生が届出等を行うべき事項の中に、第３号として、「生活保護法に

よる保護を受けることとなったとき」の項目を追加いたしました。 

  次に、別記様式の第２条関係ですが、願書の様式を一部変更しております。奨学金の支給に当

たって、当該職員が行う確認事項といたしまして、改正前は、高等学校への在学確認及び住民基

本台帳の閲覧となっていたところに、改正後は、「保護台帳の閲覧」を加えております。 

  恐れ入りますが、３ページにお戻りいただきまして、本則本文の下の附則をごらんください。 

  改正後の附則につきましては、平成26年４月１日からの施行となっております。 

  以上、簡単ではございますが、枚方市奨学金条例施行規則の一部改正についてのご説明とさせ

ていただきます。ご承認賜わりますようよろしくお願いいたします。 

○記虎委員長 これから質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  これから報告第11号を採決します。 

  本件は、承認することに異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○記虎委員長 ご異議なしと認めます。 

  よって、本件は承認することに決しました。 

  続きまして、日程２、議案第33号「枚方市教育委員会の基本目標について」を議題とします。

説明を求めます。 

  君家管理部長。 

○君家管理部長 ただいま上程いただきました議案第33号、枚方市教育委員会の基本目標につきま

して、ご説明いたします。 

  議案書の５ページをごらんください。 

  本件は、教育長に委任する事務等に関する規則第２条第１項第１号の規定により、教育委員会

の議決を求めるものでございます。 

  １の内容でございますが、次ページをごらんください。 

  教育委員会の基本目標は、教育目標を達成するための目標として、平成21年度に設定いたしま

した。その後、平成24年度に見直しを行い、平成25年度までの目標設定を行ったところです。こ

のたび、２年間の成果を検証し、その結果や、平成26年度の中核市移行を踏まえ、平成26年度か

ら27年度の基本目標の設定を行うものでございます。 

  初めに、Ⅰ、管理部の基本目標ですが、学びを支える学習環境づくりでございます。 

  Ⅱ、学校教育部の基本目標は、笑顔あふれる学校園、学ぶ喜びのある学校園、信頼される学校

園でございます。 

  Ⅲ、社会教育部の基本目標は、学びを支え心をつなぐ社会教育の推進、歴史文化遺産の保存と

活用、スポーツ活動の活性化、生涯学習を支援し、情報活用環境を高める図書館サービスの充実

でございます。 
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  また、別添資料といたしまして、お手元にＡ４判縦の議案第33号、参考資料、基本目標の比較

表をお配りしておりますので、あわせてご参照いただきますようお願いいたします。 

  以上、簡単ではございますが、議案第33号の説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、

ご可決いただきますようお願いいたします。 

○記虎委員長 これから質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認めます 

  それでは、議案第33号を採決します。 

  本件は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○記虎委員長 異議なしと認めます。 

  よって、本件は原案のとおり可決することに決しました。 

  続きまして、日程３、議案第34号「平成26年度枚方市教育委員会の主要施策について」を議題

とします。説明を求めます。 

  君家管理部長。 

○君家管理部長 ただいま上程いただきました議案第34号、平成26年度枚方市教育委員会の主要施

策につきまして、ご説明いたします。 

  議案書の７ページをごらんください。 

  本件は、教育長に委任する事務等に関する規則第２条第１項第１号の規定により、教育委員会

の議決を求めるものでございます。 

  Ⅰの内容でございますが、次ページをごらんください。 

  平成26年度枚方市教育委員会の主要施策につきましては、公約施策を踏まえ、特に教育委員会

が重点的に実施する施策、事業を抽出し、設定しております。 

  それでは、各部の主要施策につきまして、平成26年度から新たに取り組む施策や事業を中心に

ご説明させていただきます。 

  １の管理部の主要施策につきましては、１、学校園の安全対策を始め、５施策13事業でござい

ます。 

  まず、平成26年度から新たに主要施策として、２、教育の情報化の推進を設定しております。

これは、学校園のＩＣＴ環境を整備し、教育の情報化を推進することを目的とするもので、①校

務支援システム導入事業を構成事業として位置づけております。 

  また、主要施策３、学校園施設・学習環境の整備におきまして、④蹉跎中学校少人数教室等整

備事業、⑤太陽光発電システム等導入事業、⑥学校施設整備計画策定事業を新たな事業として設

定しております。 

  次に、主要施策５、学校給食の充実の①小中学校給食共同調理場等整備事業につきまして、平
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成26年度から共同調理場の整備に加え、配膳室の整備を進めることから、一部名称を変更してお

ります。 

  また、③食物アレルギー対応の推進を新たな事業として設定しております。 

  ９ページをごらんください。 

  次に、Ⅱの学校教育部の主要施策につきましては、１、小中連携の推進・充実を始め、７施策

17事業でございます。 

  まず、平成26年度から新たに主要施策として、１、小中連携の推進・充実を設定しております。

これは、小中連携が学校教育部の進める全ての施策の根幹にかかわるものであり、そのことを明

確にするために、平成26年度から単独の主要施策として設定したものでございます。これに伴い

まして、平成25年度までは学校教育部の主要施策３、学習指導と心の教育の充実の構成事業とし

ていました枚方市小中連携事業を主要施策１、小中連携の推進・充実の構成事業としております。 

  次に、主要施策３、学習指導と心の教育の充実におきまして、④学校図書館教育充実事業、⑤

教育フォーラム開催事業を新たな事業として設定しております。 

  また、主要施策４、生徒指導の充実の⑤安全・防災教育事業につきましては、平成25年度まで

の取り組みに加え、平成26年度から学校園メール配信事業を新たに実施することから、これまで

の防災教育事業から名称を変更しております。 

  次に、主要施策６、教職員研修の充実の①枚方市教職員育成事業につきまして、平成26年度か

らの中核市移行に伴い、新たに初任者研修や10年研修等を実施するなど、教職員研修の充実を図

ることから、これまでの教育研修講座開催事業から事業名称を変更しております。 

  10ページをごらんください。 

  続きまして、Ⅲの社会教育部の主要施策につきましては、１、社会教育の推進を始め、６施策

17事業でございます。 

  まず、平成26年度から新たに主要施策として、４、スポーツ施設の整備を設定しております。

これは、豊かな生涯スポーツ社会の実現を目指し、市民がスポーツに親しむ場としての環境整備

を進めることを目的とするもので、①春日テニスコート整備事業、②陸上競技場公認継続整備事

業、③東部スポーツ公園野球場の整備を構成事業に位置づけております。 

  次に、主要施策５、市民の生涯学習の支援におきまして、③学校図書館支援事業を新たな事業

として設定しております。 

  なお、11ページに、平成26年度の主要施策及び主な事業を組み込んだ枚方市教育委員会教育目

標を添付しておりますので、ご参照いただきますようお願いいたします。 

  以上、簡単ではございますが、議案第34号の説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、

ご可決いただきますようお願いいたします。 

○記虎委員長 これから質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論に入ります。 

  討論はありませんか。 
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  討論なしと認めます 

  議案第34号を採決します。 

  本件は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○記虎委員長 異議なしと認めます。 

  よって、本件は原案のとおり可決することに決しました。 

  続きまして、日程４、議案第35号「平成26年度学校園の管理運営に関する指針について」を議

題とします。説明を求めます。 

  石田学校教育部長。 

○石田学校教育部長 ただいま上程いただきました議案第35号、平成26年度学校園の管理運営に関

する指針について、ご説明申し上げます。 

  議案書12ページをごらんいただきたいと思います。 

  この件につきましては、教育長に委任する事務等に関する規則第２条第１項第１号の規定に基

づき、教育委員会の議決を求めるものでございます。 

  恐れ入りますが、別紙の平成26年度学校園の管理運営に関する指針をごらんください。 

  学校園の管理運営に関する指針は、本年度まで学校園の管理運営に関する留意事項の名称で、

毎年度、本市教育委員会が市立学校園に対する指導助言の基本方針として示してまいりました。

平成26年度からの中核市移行を機に、構成内容を整理し、改めて教育委員会が学校園と一体とな

って、本市教育行政を推進していくということを明確にするため、名称を留意事項から指針に改

めました。 

  それでは、まず、本指針の構成について、変更点を中心にご説明させていただきます。 

  表紙の裏面、目次をごらんください。 

  平成26年度は、「初めに」に続いて、教育委員会の教育目標、基本目標、平成26年度教育委員

会学校教育部主要施策及び主な事業等を記載しています。 

  次の重点目標ですが、平成25年度は、枚方市小中連携事業第２期目標と12の目標を掲げており

ましたものを、来年度は三つの目標に絞りました。後ほど、詳しくご説明させていただきます。 

  最後の具体事項につきましては、これまで具体目標としていたものを改めたものでございます。 

  それでは、１ページの「初めに」からご説明申し上げます。 

  １ページをごらんください。 

  第１段落は、学校教育に関する社会的な背景について。主に、いじめ、体罰事案の生起につい

て記載しております。第２段落は世界の動きを、第３段落は国の動きを、第４段落は大阪府の動

きを、第５段落は本市の中核市移行について、そして第６段落では、本書の名称を留意事項から

指針に改めたことについて記載し、２ページ、２行目から始まる第７段落では、本市教育委員会

の取組について、教育委員会教育目標及び六つの基本目標に基づいた主要施策を掲げています。

第８段落では、本指針において、新たに示しました三つの重点目標について記載しております。

第９、第10、第11段落では、この三つの重点目標を達成するために、各学校園が取り組むべき方

向を示しております。最後の段落では、本指針を基準として、各学校園の積極的、かつ特色ある
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取組を展開するものとすると結んでおります。 

  次に、３ページをごらんください。 

  教育委員会の教育目標、基本目標でございます。 

  教育目標については変更はございません。教育目標は、二つ目の学ぶ喜びのある学校園におけ

る項目につきまして、「思考力・判断力・表現力の育成と学習規律の確立」、この文言を追加し

ております。 

  次に、４ページをお開きください。 

  平成26年度教育委員会学校教育部主要施策及び主な事業等といたしまして、ここでは、教育委

員会学校教育部における七つの施策と、その概要等をまとめ、施策名を列記した「初めに」をつ

ける形をとっております。 

  次に、５ページでございますが、重点目標を記載しております。 

  平成25年度は、知・徳・体のバランスの取れた生きる力の育成を筆頭に上げた上で、12項目を

重点目標と上げて、続いて、それぞれの項目について、６ページにわたって説明を記載しており

ました。 

  平成26年度は、ごらんのように、重点目標を知・徳・体のバランスの取れた生きる力の育成、

子どもの人権を尊重した教育の推進、教師の倫理観・規範意識の向上の３点に絞り、これまで重

点目標として上げていました12項目の内容を、この後示します具体事項の中に整理統合いたしま

した。このように変更することにより、教育委員会と学校が共通して重点的に取り組むべき目標

がより明確になるとともに、留意してほしい点を具体事項として示すことで、各学校園において、

より確実に実施されることと考えております。 

  続きまして、６ページをごらんください。 

  ここから具体事項を掲載しております。この具体事項につきましては、昨年度からの主な変更

点、変更箇所を中心にご説明させていただきます。 

  まず、１、学校運営体制についてでは、重点課題の（７）では、学校評価を充実するための記

載を加えております。 

  続きまして、７ページをごらんください。 

  ２の教職員の服務についてですが、重点課題（17）では、府教委の市町村教育委員会に対する

指導・助言事項を踏まえて、教職員の健康の保持と快適な職場環境形成を図ることなどについて

記載しております。 

  次に、８ページにいきますが、３、学習指導についてでは、大阪府立高等学校入学者選抜制度

の調査書の変更も見据え、評価の妥当性、信頼性を高めることを追記しております。 

  また、（13）ですが、枚方市歌に関する記載といたしまして、これまでは「市歌に親しむよう

努めること」と表記しておりましたものを、「市歌に親しむ機会を設けること」としております。 

  続きまして、11ページをごらんください。 

  ４、生徒指導について。主に、いじめ防止に向けて、留意点の中ほど、そして重点課題（１）

及び（４）（５）において、府教委の指導助言事項を踏まえて記載しております。 

  また、（６）12ページの（７）は、体罰根絶のための記載であり、特に（７）は、本市の事案
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を踏まえ、改善策の一つとして、新たに追記したものでございます。 

  続きまして、13ページをごらんください。 

  ５、進路指導について、重点課題の（５）では、高校での中途退学の防止や、進路未定者の減

少に向けた取り組みについて、追加しております。 

  次に、６、道徳教育について、15ページをごらんください。 

  15ページの（８）文部科学省はこれまで作成した「心のノート」を、「私たちの道徳」に改定

したことに伴い、変更したものでございます。 

  次、７、特別活動、その他の教育活動についてに関しまして、16ページをごらんください。 

  重点課題の（８）の中学校の部活動について、体罰を防ぐ観点からも、生徒の自主的・自発的

な参加により行われるものであることを、学習指導要領に立ち返って再確認するために記載して

おります。 

  続きまして、17ページをごらんください。 

  ８、健康教育について、留意点及び重点課題（３）、並びに（９）につきましては、ともに府

教委の指導助言事項を踏まえ、追加したものでございます。 

  次に、９、18ページから19ページにかけてでございますが、19ページの（13）では、道路交通

法の一部改正に伴い、自転車に関する指導について加え、その中で、保護者への積極的な安全管

理を呼びかけることについても触れております。 

  続きまして、20ページをごらんください。 

  人権教育についてでは、留意点を人権意識を絶えず見つめ直すとともにという言葉を、府教委

の指導助言事項に基づいて、追加しております。 

  次に、22ページをごらんください。 

  11、支援教育について。教委の指導助言事項を踏まえて、23ページになりますが、重点項目の

（18）を追加しております。 

  次に、12、幼稚園教育について。公立幼稚園同士の連携はもう十分に行われてきておりますが、

私立幼稚園との連携もさらに進める必要があることから、次ページ、24ページの重点課題（５）

において、私立の文言を追記いたしました。 

  次に、13、研修についてでございますが、新たな重点目標としても定めましたが、この留意点

においても、来年度の教員研修の柱である規範意識を養うという文言を追加しております。 

  最後に、26ページをごらんください。 

  14、学校園・家庭地域の連携について。まず、留意点の１行目に、教育の目的の実現のために

は、そもそも家庭において生活習慣を身につけさせ、自立心を育成することが大切であると示し

ております。これは、教育基本法に基づき、改めて家庭教育の重要性を示しておく必要があると

考えたことから追加したものでございます。 

  また、家庭における学習習慣の確立・定着を図るために、重点課題（３）に、家庭学習の手引

きを作成するなど、家庭教育の重要性について積極的に発信することと追記しております。 

  具体事項についてのご説明は以上でございます。 

  以上、平成26年度学校園の管理運営に関する指針についてのご説明とさせていただきます。ご
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審議のほどよろしくお願いいたします。 

○記虎委員長 それでは、質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  山下委員。 

○山下委員 教育政策会議を通してきていますので、ここで質問ではなくて、ちょっと意見になっ

てしまうと思うんですけども、今回、留意事項から指針と改めて、本市の教育の方向性をより明

確に示すように細かくまとめていただいたなと思っています。 

  政策会議で述べたことと重なるんですけども、学校と家庭とのかかわりで、大切にしながら進

めていくべき課題が幾つもあると、私は思っていまして、大きく規律ある生活と学習の習慣づけ、

そして生徒指導にかかわること。それから安全面の問題ということが常々気になっているところ

です。 

  その中で、今回、これを仕上げていただいたものを見せていただきますと、例えば12ページの

生徒指導面で、ＳＮＳ利用に関することとか、それから19ページでは、安全面で自転車のことで

の交通マナーなどについて、そして最後の26ページは、家庭教育の重要性ということで、より保

護者に働きかけるというようなことに言及していただいているという点が大変意味深いなと思っ

ています。 

  これはあくまでも指針となりますので、各学校園がこれからこの指針をもとにして、次のステ

ップで必ずさまざまな課題に対して具体的な方策をそれぞれにつくっていただいて、いろいろな

課題に対する取り組みを進めていただけたらなというふうに思って、今回の指針のまとめを評価

したいと思っています。 

  以上です。 

○記虎委員長 ほかに質疑はありますか。 

  吉村委員。 

○吉村委員 今、山下委員と同じような感覚を持っております。 

  全体のトーンの中で、今まで割と学校を中心に言われたものが、家庭での教育力の向上という

トーンをしっかりと打ち出されていくということはすごく大切なことだなと。だから学校、家庭、

地域とよく言われるんですけども、やっぱり具体的に踏み込んでいくような指針という形でお考

えいただいたことについては、非常に頑張っていただいたなという感覚を持っております。 

  柱の中で、それぞれの言葉で、家庭、地域、学校という言葉がよく出てきて、いじめ等の問題

等についてもそうですし、やっぱり学習規律習慣の確立等についても学校だけではわからないと

ころということがあるので、ここの方をうまく連携を取りながら、やっぱり１人の子どもたち、

あるいは全体を育てていくという観点がやっぱりこの指針のベースにあるんではないかというふ

うには考えてます。 

  一つ、事前にいただいていろいろ見たんですけども、１点だけ、文言として、19ページの安全

についての新たにつけ加えました13番のところです。これは当然、自転車利用の歩行者での交通

ルールや、要するに一般での社会の中でよく言われているものなんですけども、自転車の正しい

乗り方のマナー等を学ぶ交通安全の教室を関係機関と連携して実施するとともに、という後なん
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ですけれども、これは保護者への協力ということで、学校で、あるいは休みの日等については家

庭でのその辺の安全意識の子どもたちに対する啓発ということについて、やはり大切なことだな

と思いました。ここには保護者へは積極的に安全管理を呼びかけるということですが、この「安

全管理」という言葉自体、もう少し優しい言葉といいますか、管理をしなさいというようなこと

はちょっと僕の感覚からすると家庭に押しつけているような感じがあるので、そうではなくて、

協力してやっていくということで、特に安全教育の自転車マナー等については、例えば安全意識

の向上を一緒になって、子どもたちと一緒に呼びかけて効果的な指導を行う等ということでお考

えいただき、家庭に対して言うことについては、もう少し言葉として変えられたほうがいいかな

という感想を持ちましたので、もしこの場でご回答いただけるのでしたら、その辺のことも踏ま

えて、内容の中での一部質問という形に変えさせていただきたいと思うんですけれども、よろし

くお願いしたいという気持ちを持っております。 

○記虎委員長 花﨑課長。 

○花﨑教育指導課長 今、吉村委員にご指摘いただきました19ページの（13）につきましては、も

う少し優しい表現でということで、今言っていただきました「安全意識の向上」という形で、担

当課と確認の上、修正を図っていきたいと思います。 

○記虎委員長 それでは、これをもって質疑を終結します。 

  これから討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

  徳永委員。 

○徳永委員長職務代理者 いろいろご苦労いただいてつくっていただいたこの留意事項や新たな指

針ということ、新たにそういう形でスタートし直すわけですからね、この機会にちょっとこの中

身に触れて、賛成の立場で発言を２つさせていただきたいと思っております。 

  まず一つ目は、３ページのところの基本目標というところがございますね。この基本目標、さ

っきもちょっと触れられましたけど、学ぶ喜びのある学校園というところの項目の最初のところ

に、基礎・基本に係るところがあって、ちょっと触れられたと思います。この基礎・基本の定着

ということについて、極めて同じようなことだと思う上で、さらに昔、社会科の教員であった者

としてちょっと考えるところがございますので、社会科のことを例として取り上げて申し上げた

いというふうに思っております。 

  本市でどうこうということを超えて、ようするに全国的に見て、歴史の分野において基礎・基

本とは何かということ、これにかかわる把握や理解がどれだけなされているかという点について

は、やはり気になるところがございますので、そういうことを少し申し上げようと思います。 

  といいますのも、これは以前に協議会でご紹介をしたんですけれども、昨年の秋に、近畿の教

育委員研修会が奈良県の橿原市でありました際に、考古学者で県立橿原考古学研究所の所長、菅

谷文則先生がご講演をされました。ちょっと重なりますが、そのご講演のポイントが、日本の７

世紀後半から８世紀初め、つまり飛鳥白鳳時代、飛鳥藤原京時代と呼ばれている時代の我が国の

歴史上の意味について述べておられたところなんです。中央集権的な国家づくりの核として、律

令の制定や仏教の国教化などのほか、元号の使用、さらに天皇号の採用、日本という国号の使用
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について触れておられました。 

  これら我が国の歴史を学ぶに当たって、後々の我が国の国制、在り方を長く規定した基準・基

本だと考えますけれども、こういう点について、実際、小中学校できっちりと教えられているの

でしょうか。中でも、非常にわかりやすい例で申しますと、日本という国号、国の流れ、これを

ほかで、例えば、大阪大学の教授でいらした東野治之先生が「遣唐使」という本の中でも書いて

おられますけど、そういう国号が1300年を経て、現在まで続いているのは世界に例のないことで

あると。というようなことについて、今の日本人は知っているでしょうか。そういう点で、学校

での歴史教育のあり方について、なお考えるべき点があるのではないかというふうに思います。 

  私がこのようなことにもあえて言及しますのは、もうちょっとその学校教育の内容について、

こうあってほしかったという点についての、成人した後での感想等がいろいろあるようにも聞き

ますし、なにより私自身が社会科の教師でした。若いときを振り返ってその自分の反省というの

がありまして、なかなかつらいものがございます。そういう点を踏まえまして、これは今、社会

科の例を申し上げたわけですけれども、社会科に限らず、こういう機会に、その基礎・基本とい

うものをきちっと見ておくということが学校に望まれると思います。そういう点で、どの教科で

あれ大事なのは、授業するに当たって、確かな事実、大きな事実を冷静、丁寧にきちっと捉える

ということを題目として、評価をする場面でも、余りに安易に流れないで客観的に行うよう努め

るということ。ましてや、思い込みや思い入れ、希望的観測、あるいはイデオロギー的な捉え方

をしないというようなことなどのことがあると思います。 

  そう言いましても、事実というのはなかなかそれを捉えるのは難しいものでして、もちろん現

在の知の枠組みであるとか、価値観、その人の心情とかいうものがどうしても絡むということを

完全に除くということは難しいわけですので、その上でどのように十分な理解を生むのか、客観

的な理解に迫っていくかということが問題になってくると思います。教員、教える方はそういっ

た立場にあるということの怖さを十分に自覚していただいて、学習指導要領を踏まえて、常に研

鑽を重ねていただき、事実、とりわけ基礎・基本というものを的確に捉えて教えていただきたい

と。そうしてこそ、一層子どもたちが学ぶ喜びを得て、信頼される学校園をつくるということに

もつながっていくというように考えますので、よろしくお願いしたいと思います。これ１点目で

ございます。 

  二つ目、それは５ページなんですけど、５ページには、新たに重点目標というのを定めました。

これは３つに絞られたので、非常に結構なことだと思います。 

  その中で、きょうは教師の倫理観、規範意識の向上という項目につきまして、記述にございま

すけど、子どもたちの規範意識を育むことはもちろんという、そういった観点に立って、少し申

し述べたいと思います。 

  規範の在りようというのは、実にさまざまあることはご承知のとおりで、例えば身近な日常の

暮らしにかかわるところから国の仕組みなどに至るまで、習慣、習俗や道徳や法律など、さまざ

まなレベル、さまざまな姿をとってあらわれているところであります。しかも各々時代の変化に

さらされています。その中で価値観の多様化する現代にあって、規範意識の醸成という課題は非

常に難しいということだとは思います。しかし現実に、学校においては、いじめ、体罰との問題
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の顕在化もございますので、人格形成を図るという教育の営みのもともとの意味からしても、こ

の問題をゆるがせに考えるということはできないことは当然であると思います。 

  ただしかし、さらに、この規範意識いうのは醸成にかかわって、申し上げようと思いましたの

は、この点さらに大きな困難がある。と申しますのは、いろんな問題があっても、日本国内では

それの共通の捉え方の合意を何とか見出すことはできるように思いますが、世界に生きる日本人

の育成という観点から見ますと、世界の各国ではおよそ日本人が思っているような国や人の在り

方をしているわけではない。規範もさまざまであるということがあるからです。 

  先日も報道によりますと、アメリカの小学校で10歳の児童が手で銃を打つまね、こういう構え、

こういう手で銃を打つまねをしたということで、校長から規則違反として停学３日に処せられた

ということが報道されておりました。日本では考えられないことではあるんですけど、しかし、

アメリカも含めて欧米各国の多くでは、そういったふうに学校、学級の授業の秩序を乱すような

言動に対して、子どもだから「まあまあ。」というような、そういう対応をするということでは

なくて、将来、民主主義の国家を支えていく市民の育成のために、学校のルールが定められ、こ

れをきちっと適用し、指導し、措置するということが行われているということであります。 

  一方、我が国では、いろいろな機会によく、「みんな仲よくしよう。思いやりと感謝の心を持

って。」ということなどが言われます。私も申します。そういう中で、そういうことを規範とし

ているわけですけれども、そういうことがしかし実際、非常に優先的な規範として世界で共通の

ものとなっているんだろうか。それを世界共通の規範だと我々は思っていますけど、果たしてそ

うなんだろうか。ともかくもう大ざっぱに申して、世界では、普通そこまでこっちが言わんでも

わかってくれることである、わかってほしい、わかってくれて当然だというような思いは、ほと

んど通じないというふうに考えておかねばならないと思います。むしろ、「一言われたら十言い

返すユーラシア型言論に目覚めよ」と説く言語社会学者、鈴木孝夫先生の言葉に、我々はもっと

注意を払わなければならないというふうに思っています。理想を求めつつ、現実に生きる日本人

の育成のために、まず我々大人が国内でしか通用しない規範と、世界で通用する規範とのある種

の区分け、あるいは単純に普遍的な規範などというものに頼らない実態をはっきり認識しておか

なければならないのではないかと思います。実は、子どもたちの中にもそういった問題点に気づ

いている人もいると思います。 

  学校においても、我が国の規範について、子どもたちが身を持って学ぶ中で、発達段階に応じ

て、世界のさまざまな規範の在りようについても知る必要があると考えます。もちろん今までの

日本の学校の営みの中にさまざまにすぐれた点があります。例えば、挨拶の励行とか教室の掃除、

これなんか、サウジアラビアの人が注目してと報道で紹介されたりして、日本的なものですけど、

それが影響を与えることがひょっとしたらどこかであるかもわからないような起こるべき点であ

ります。 

  こういった伝統を踏まえながら、先ほども出ておりましたような家庭や地域での取組とのかか

わりということをさらに強化して、子どもたちがどんなふうに振る舞うかということに、人とし

て効果的な規範意識の醸成を図られるということを積極的に行っていっていただきたいなという

ふうに願っています。 
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  少し留意していただけたらと思うような点を申しました。合わせて、その指針という形で、あ

えて枚方市の指針を示した機会でございますので、あえて思うところを述べさせていただきまし

た。 

  以上です。 

○記虎委員長 ほかに答弁はありますか。 

○吉村委員 １点だけ。すばらしい指針ということで、これを全教職員がどう共有していくかとい

うところがすごくやっぱり大切になってくると思いますので、もちろん研修、中核市に伴う初任

者研修も含めて、研修とか、校園長を中心とした研修という形でも中にはうたわれているわけな

んですけども、これはやっぱり実効あるものにするためには、全てのやっぱり教職員がこのベー

ス、先ほどもコアになります学校と地域と家庭ということがうまく連携をしながらいるんだと。

そのためにこれがあって、これを一つの考え方の中のもので、枚方の教育を高めてもらいたいと

いうことを、どれだけ共有できるかどうかということがやっぱり大切になってくると思いますの

で、ぜひともこの内容について、機会あるごとに、どこか全部は難しいですけど、この部分なん

だこの部分なんだということも挙げて、例えば研修のスタートをされるとかいうことで広く知っ

てもらう、教職員全部が知っている、これは行政も含めて、学校にはいろんな立場の方がいらっ

しゃいますので、その方々にも知っていただくということの機会を設けていただくということが

非常に大切になってくるかなというふうな感想を持っております。 

○記虎委員長 ほかにありますか。 

  各委員のご意見のとおり、本当に政策会議でいろいろと協議して、いろいろな意見を述べてい

ただきました。その中で、その思い、あるいはそういった意見を内容的に非常に検討していただ

いて、取り入れていただいたという意味では、本当にいいものができたんじゃないかなと思いま

すし、やはり今以上の教育を目指すという意味では、方向性を明確にしたものをやはり教育委員

会のリーダーシップというものが一番大事になってくるんではないかなと思います。学校現場、

そして地域、保護者という三位一体の、それに加えて教育委員会としてそこに入っていくべきも

のだろうと思いますし、そういう意味では本当にいいものができたんではないかというふうに思

っています。枚方市の子どものために今以上に課題解決のためにしっかりと取り組んでいただい

て、子どもが主役という視点を共通認識としてすすめていただきたいと思います。よろしくお願

い致します。 

  それでは、これで討論を終結します。 

  これから議案第35号を採決します。 

  本件は、吉村委員のご意見を踏まえ、文言を訂正のうえ決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○記虎委員長 異議なしと認めます。 

  よって、本件は可決されました。よろしくお願いします。 

  続きまして、日程５、議案第36号「教育委員会委員の辞職の同意について」を議題とします。 

  なお、日程５、議案第36号「教育委員会委員の辞職について」につきましては、枚方市情報公

開条例第６条第７号に該当する非公開情報が含まれておりますので、地方教育行政の組織及び運
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営に関する法律第13条第６項の規定に基づき、秘密会としたいと思いますが、これにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○記虎委員長 ご異議なしと認めます。 

  それでは、この件につきましては、秘密会といたします。 

 

＜ 秘 密 会 ＞ 

 

○記虎委員長 ただいまから、会議を公開いたします。 

  以上、本定例会に付議された案件は、全て議了しました。 

  これをもって、平成26年第３回枚方市教育委員会定例会を閉会いたします。 
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